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ここがポイント！【研究内容】

極限イメージング技術の開発と
物質の電子状態と光学特性の操作
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革新的ナノスケールのイメージング技術の開発を進めながら、ナノ物
質に発現する特異な物理・化学現象の探索と解明を進めている。具体
的には、光誘起力顕微鏡を用いて、分子の電子遷移の誘起分極パター
ンを画像化し、光と物質の相互作用の本質に迫る研究を推進してい
る。また、磁気共鳴力顕微鏡を用いて、ダイヤモンド中の窒素・空孔

（NV）中心の有するスピンを制御して、量子コンピューティングを行
うための基礎研究を行っている。さらに、低消費電力・超高速なバイ
アスの開発に不可欠な半導体界面の散乱中心や界面電荷をナノメート
ルの空間分解能で可視化・解析する技術の開発を進めている。

原子スケールイメージング技術、ナノプローブテクノロジー、
光と物質の相互作用の原子レベル観察、ナノスケールの界面準位の測定

応用分野 次世代電子デバイス、太陽電池、環境材料
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